
 
資料 1 

「川内地域の緊急時対応」の改定に向けたスケジュール（案） 

 

平成 29 年 8 月 31 日 

 

 

8 月 31 日（本日）第 4 回作業部会 

          議題案：① 今後の改定スケジュール案について 

                          ② 緊急時対応の改定項目案について 

 

9 月下旬    第５回作業部会 

           議題案：緊急時対応案についての検討 

 

10 月下旬    第６回作業部会 

           議題案：緊急時対応案についての検討 

 

 ※第６回の後、課題が解決するまで適宜作業部会を開催 

 

１月頃     第○回作業部会 

        議題案：「川内地域の緊急時対応（改定版）」の事務方セット 

 

2 月頃          川内地域原子力防災協議会 



 
資料２ 

「川内地域の緊急時対応」に係る改定項目（案） 

平成 29 年 8月 31 日 

 

主な改定事項 

（１）緊急時対応記載データの時点の更新（施設数や人口など） 

（２）原子力災害対策指針及びマニュアル等の改定に伴う更新（避難退域時検査手順

等の見直し） 

（３）「災害時等におけるバスによる緊急輸送等に関する協定」に基づく、県バス協

会への避難車両の要請の追加 訓練 

（４）PAZ 内の避難行動要支援者の避難にあたり、薩摩川内市と九州電力が連携して

福祉車両を手配する旨の追加 訓練 

（５）PAZ 内住民のうち長距離運転が困難な高齢者等のための中継地点（バスへの乗

り換え地点）の設定 訓練 

（６）住民等への放射線防護対策が実施された屋内退避施設についての普及啓発 

（７）暴風雨や台風時等における防護措置の具体化 

（８）地震等により屋内退避が困難となる場合の基本フローの具体化 訓練 

（９）南九州西回り自動車道等の道路整備に伴う避難経路の修正 

（10）避難経路の複数化（南九州西回り自動車道等の活用） 

（11）UPZ避難経路の明記 

（12）観光客等一時滞在者への避難指示等の周知方法の明記 

（13）避難退域時検査場所候補地の明記 

（14）国による UPZ 内外の安定ヨウ素剤の確保体制の具体化 

（15）ゼリー状安定ヨウ素剤の備蓄及び配布の明記 

  ※ 訓練は、訓練にて抽出された教訓事項を反映するもの 



鹿児島県原子力防災訓練
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